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2022年10月13日
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日
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広島, 2022年7月8日

国内学会発表 70
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赤崎安序, 岩上将夫, 奥村雄一, 藤尾謙太, 廣澤邦彦, 梛野 健, 黄 天翔, 福島敦樹, 村上 晶, 猪俣武範: 新型コロナウイルス感染拡大下における花粉症に対する受診行動・処方数の変化. 第76回
日本臨床眼科学会, 東京, 2022年10月13日

国内学会発表 73
赤崎安序, 岩上将夫, 奥村雄一, 藤尾謙太, 廣澤邦彦, 梛野 健, 黄 天翔, 福島敦樹, 村上 晶, 猪俣武範: 新型コロナウイルス流行による花粉症診療の変化.  第5回日本眼科アレルギー学会学術集
会, 鳥取, 2022年11月5日
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国内学会発表 75 碇 莉有, 木村有太子, 海老原伸行: 点眼液に含まれるεアミノカプロン酸による接触眼瞼炎の一症例. 第76回日本臨床眼科学会, 東京, 2022年10月13日-16日
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12月2日-4日
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不殿大蔵, 上野勇太, 山口剛史, 小田昌宏, 前田直之, 北口善之, 前原紘基, 宮崎 大, 子島良平, 宮田和典, 猪俣武範, 加藤直子, 坪田欣也, 柚木達也, 大湊 絢, 近間泰一郎, 森健策, 大鹿哲
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国内学会発表 110 小野純治, 土至田宏, 太田俊彦: レティンスコンフォート®とアクティブフォーカス®の臨床成績比較.  第78回静岡県眼科医会集談会, 静岡, 2022年1月15日
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区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年月日等 国際共同

特別講演・
招待講演

1 中尾新太郎: 抗VEGF療法の実情と新展開　網膜疾患編「網膜静脈閉塞症における抗VEGF療法の実情と新展開」. 第61回日本網膜硝子体学会総会 シンポジウム, 大阪, 2022年12月2日

特別講演・
招待講演

2 中尾新太郎: 眼底疾患の画像診断ー基本と応用（メディカルレチナ編）「糖尿病網膜症における眼底イメージングの活用」. 第61回日本網膜硝子体学会総会 教育セミナー, 大阪, 2022年12月4日

特別講演・
招待講演

3 太田俊彦: 27G鑷子を用いた新しい強膜内固定術」.  第45回日本眼科手術学会学術総会, 東京, 2022年1月28日-30日



特別講演・
招待講演

4 太田俊彦: IOL二次挿入術の合併症対策. 「強膜内固定術(鑷子法）の基本手技と合併症」. 第37回JSCRS学術総会, 京都, 2022年6月24日-26日

特別講演・
招待講演

5 太田俊彦: 新しい時代の眼内レンズ強膜内固定術. 「27G鑷子を用いた新しい強膜内固定術」. 第37回JSCRS学術総会, 京都, 2022年6月24日-26日

特別講演・
招待講演

6 太田俊彦, 江口秀一郎, 小早川信一郎, 山根真, 西村栄一: これから始める強膜内固定術 A to Z. 第76回日本臨床眼科学会,  東京, 2022年10月13日-16日

特別講演・
招待講演

7 海老原伸行: アレルギー性結膜疾患の病態と治療up to date 2022. 第399回熊本県眼科医会研修会, 熊本・WEB, 2022年1月15日

特別講演・
招待講演

8 海老原伸行: 眼科以外の先生に知っていただきたいアレルギー性結膜疾患の注意点. 第6回葛南地区花粉症勉強会, WEB, 2022年1月20日

特別講演・
招待講演

9 海老原伸行: アトピー性角結膜炎とドライアイの病態の類似性と薬物治療. 大塚e講演会, WEB, 2022年2月2日

特別講演・
招待講演

10 海老原伸行: アレルギー性結膜疾患の新しいガイドラインとその背景. きさらぎ眼科セミナー, WEB, 2022年2月3日

特別講演・
招待講演

11 海老原伸行: アレルギー性結膜疾患～新診療ガイドラインのポイント（新たに記載された事項とその背景）. 第8回総合アレルギー講習会, 神奈川・WEB, 2022年3月26日-27日

特別講演・
招待講演

12 海老原伸行, 角結膜疾患の薬物治療ABC　アレルギー性結膜炎, 眼科臨床実践講座, 東京, Aug 20-21, 2022．

特別講演・
招待講演

13
海老原伸行, アレルギー性結膜疾患の病態理解に必要な新知見（ムチン・杯細胞・ST2 陽性T細胞・痒みからひもとくアレルギー性結膜疾患の病態）, 第5回日本眼科アレルギー学会学術集会理事⾧講
演, 鳥取・WEB, Nov 5-6, 2022．

特別講演・
招待講演

14 海老原伸行: 重症アレルギー性結膜疾患における慢性化メカニズム. 近畿眼科先進医療研究会, WEB, 2022年12月15日

特別講演・
招待講演

15 松田　彰: トラベクレクトミーとチューブシャント手術の使い分け(サブスペシャリティサンデー, 緑内障治療のコツ). 第126回日本眼科学会総会, 大阪, 2022年4月17日

特別講演・
招待講演

16 松田　彰: アトピー緑内障の病態と治療. 第8回総合アレルギー講習会, 横浜, 2022年3月26日

特別講演・
招待講演

17
Matsuda A: Refractory ocular complications of atopic dermatitis. (Symposium, Cutting-Edge of Pathophysiology of Allergic Diseases) World Allergy Congress 2022, 
Istanbul, 13/Oct/2022.

特別講演・
招待講演

18 土至田宏: 特殊コンタクトレンズ・アラカルト. 第190回岡山県眼科医会生涯教育講座, 岡山県, 2022年2月27日

特別講演・
招待講演

19 土至田宏: アレルギーでも快適にCLライフ. 第11回神奈川県視能訓練士の会 講演会, 神奈川県, 2022年3月12日

特別講演・
招待講演

20 土至田宏: アレルケア　初の花粉症時期を迎えて. 第126回日本眼科学会総会;フェアウェルセミナー3, 大阪府, 2022年4月17日

特別講演・
招待講演

21 土至田宏: 「コロナ禍で変わったCL眼合併症の傾向」. 第64回日本コンタクトレンズ学会総会, 広島, 2022年7月9日-10日

特別講演・
招待講演

22 土至田宏: CLに関する医学情報. 静岡県眼科医会医療機器継続的研修, 静岡, 2022年8月2日

特別講演・
招待講演

23 土至田宏: 抗アレルギー薬含有ソフトコンタクトレンズ「アレルケア」の有効例. ジョンソンエンドジョンソンアレルケア研究会, 東京, 2022年8月28日



特別講演・
招待講演

24 土至田宏: アレルギーでも快適にCLライフ. 第1回⾧野県眼科医会エリアセミナー, ⾧野, 2022年9月15日

特別講演・
招待講演

25 土至田宏: 自己口腔粘膜由来上皮細胞シート作成のための口腔粘膜組織採取法の工夫. 静岡県東部眼科医会放談会, 静岡, 2022年9月8日

特別講演・
招待講演

26 土至田宏: CLの進化におけるアレルケア®の位置付け. 第5回日本眼科アレルギー学会学術集会, 鳥取県, 2022年11月6日

特別講演・
招待講演

27 山口昌大: 屈折矯正法コンビネーションの必要性　眼鏡×CL. 24th IRSJ, 横浜, 2022年11月19日

特別講演・
招待講演

28 猪俣武範: モバイルヘルスによる花粉症の臓器横断的解析による疾患の多様性理解. 第5回日本眼科アレルギー学会学術集会, 米子, 2022年11月5日

特別講演・
招待講演

29 猪俣武範: Society5.0時代における モバイルヘルスアプリによるP4医療の実現. 第21回日本医療経営学会学術集会・総会, 会津若松, 2022年11月4日

特別講演・
招待講演

30 猪俣武範: Society5.0時代におけるコロナ禍の糖尿病網膜症診療. 第76回日本臨床眼科学会, 東京, 2022年10月16日

特別講演・
招待講演

31 猪俣武範: データ駆動型多階層横断的研究による眼疾患に対するP4医療の実現. 第7回 NEXT GENERATIONS, 　2022年9月29日 

特別講演・
招待講演

32 猪俣武範: スマホアプリを用いた予防, 個別化, 予測, 参加型医療の実現. 順天堂大学第49回都民公開講座, シンポジウム, 東京, 2022年6月18日  

特別講演・
招待講演

33 猪俣武範: Society5.0時代の医療. 豊島区医師会 学術講演会講演, オンライン, 2022年6月15日

特別講演・
招待講演

34 猪俣武範: ドライアイの近未来 オンライン診療の可能性. 第15回箱根ドライアイクラブ, 箱根, 2022年5月28日

特別講演・
招待講演

35
猪俣武範: データ駆動型多階層横断的研究による眼疾患に対するP4医療の実現～多因子性と多様性を持つドライアイをロールモデルとして～. 第216回宮城県眼科集談会, 特別講演, オンライン, 2022
年4月23日

特別講演・
招待講演

36 Inomata T: Symptom-based Digital Phenotyping for Dry Eye. 第126回日本眼科学会総会, シンポジウム, 大阪, 2022年4月14日 

特別講演・
招待講演

37 猪俣武範: 2060年の活力ある未来に向けて, COIの展望と展開. 革新的イノベーション創出プログラム(COI STREAM) アクティブ・フォー・オール拠点シンポジウム, 茨木, 大阪, 2022年3月12日

特別講演・
招待講演

38 猪俣武範: モバイルヘルスアプリで収集した ビッグデータのデータ駆動型生命科学による ドライアイの多様性と不均一性の解明. 抗加齢ゲノム医学研究委員会講習会「ゲノムとAI」, 沖縄,  2022年2月26日

特別講演・
招待講演

39 猪俣武範: データ駆動型多階層横断的研究による眼疾患に対するP4医療の実現～多因子性と多様性を持つドライアイをロールモデルとして～. 第31回下野眼科談話会, 栃木, 2022年2月19日

特別講演・
招待講演

40 猪俣武範: 医師勤怠管理ICT基盤構築に向けた順天堂大学における医師の働き方改革への取り組み, 第4回 医師の働き方改革セミナー, 東京, 2022年2月8日 

特別講演・
招待講演

41 坂西良仁: 網膜静脈閉塞症治療の最新トレンド, Senju Live Webセミナー, WEB, 2022年1月13日

特別講演・
招待講演

42 坂西良仁: 増殖糖尿病網膜症手術マスターへの一歩, 第45回日本眼科手術学会 インストラクションコース, 東京・WEB, 2022年1月28日-30日

特別講演・
招待講演

43 坂西良仁: 強膜バックリング手術tの適応と手技. 第45回日本眼科手術学会 教育セミナー 裂抗原性網膜剥離, 東京・WEB, 2022年1月28日-30日



特別講演・
招待講演

44 坂西良仁: 黄斑円孔手術後に眼球癆に至った一例. 第2回網膜HOPEの会, WEB, 2022年2月9日

特別講演・
招待講演

45 坂西良仁: 水晶体温存硝子体手術と増殖膜処理. SENJU LIVE web SEMINAR 首都圏硝子体手術の会, WEB, 2022年9月7日

特別講演・
招待講演

46 坂西良仁: 網膜静脈閉塞症治療を究める. 第9回Urayasu Macular CLUB, WEB, 2022年9月30日

特別講演・
招待講演

47 坂西良仁: 低侵襲硝子体手術の進化. 第21回東京歯科大学眼科イブニングセミナー, WEB, 2022年12月1日

特別講演・
招待講演

48 大内亜由美: 糖尿病黄斑浮腫の治療と全身因子. DME Expert Conference 基調講演, WEB, 2022年6月22日

特別講演・
招待講演

49 大内亜由美: 網膜新生血管とマイクログリア. The 2nd physician scientists meeting, WEB, 2022年6月22日

特別講演・
招待講演

50 大内亜由美: 網膜橋渡し研究アップデート2022. 第76回日本臨床眼科学会インストラクションコース, 東京, 2022年10月13日-16日

特別講演・
招待講演

51 大内亜由美: AMDに伴う出血性網膜剥離の一例. 第47回ビト研, WEB, 2022年11月4日

特別講演・
招待講演

52 大内亜由美: 全身因子を考慮した糖尿病網膜症診療. 千葉市医師会学術講演会,  特別講演, WEB, 2022年11月16日

特別講演・
招待講演

53 大内亜由美: ⾧期データから見えてきたDMEの治療戦略. EYLEA 10周年　Webinar in East Japan Vol.2, WEB, 2022年11月2日

特別講演・
招待講演

54 大内亜由美: 病態から考える糖尿病網膜症・黄斑浮腫診療. 沖縄DMEセミナー2022, 沖縄・WEB, 2022年12月7日

特別講演・
招待講演

55 森田　修: 眼底検査～はじめの一歩～. 第20回YOUSの会, WEB, 2022年5月23日

特別講演・
招待講演

56 森田　修: 眼底変化が落ち着いているように見える血管新生緑内障「レクトミー派」. 第8回東西対抗緑内障研究会, WEB, 2022年4月16日

特別講演・
招待講演

57 森田　修: 手術後半 核処理～IOL挿入. 第21回YOUSの会, WEB, 2022年11月18日

特別講演・
招待講演

58 森田　修: 当院におけるiStent inject Wの成績と手術手技の工夫. 東京緑内障セミナー, 東京, 2022年12月15日


